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研究成果の概要（和文）：障害者差別解消法の施行に伴い、合理的配慮は急務の課題である。特に、視覚障害児
教育においては、教科書や教材の配慮から移動の支援に至るまで、高い専門性が必要である。また、視覚障害は
稀少障害であることに加え、障害の程度が多様であり、通常の学級では対応に苦慮することが予想される。そこ
で、本研究では、ICT機器を効果的に活用し、1)相談支援ポータルサイトを構築した上で事例収集を行い、2)教
育内容を支援するツールを試作・評価し、3)教員研修のためのプログラムを立案し、通常の学校に在籍する視覚
障害児のインクルーシブ教育の質を向上させる支援システムを構築した。

研究成果の概要（英文）：To provide a reasonable accommodation for people with disabilities have 
become a more urgent issue after the "Act for Eliminating Discrimination against Persons with 
Disabilities" took effect. Especially, on the area of professionalism, not only to prepare braille 
or large print textbooks and teaching materials but also to provide orientation and mobility 
training  is required to educate children with visual impairments. Teachers in regular classes often
 have difficulty with teaching children with visual impairment who have a lower incidence and a wide
 variety of disabilities. The reason why we developed the following system is to provide reasonable 
accommodation for children with visual impairments who are enrolled in regular classes. The system 
consisted of 1) a portal website for educational consultation, 2) assistive technologies for 
education, and 3) teachers training program.

研究分野： 視覚障害教育　知覚心理学　視覚科学

キーワード： 特別支援教育　視覚障害　合理的配慮　通常の学級　インクルーシブ教育

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、全国に点在しており、障害の程度や見え方が多様で、教材や環境の影響を大きく受けるため専門性
が必要にもかかわらず、専門性を有した教員の数が少ない通常の学級に在籍している視覚障害児が、不可欠な配
慮を合理的に受けるために必要な相談支援体制、教育支援体制、教員研修体制を網羅する支援システムを構築し
た。本システムを活用することにより、人的・物理的リソースが限られている通常の学級において、ネットワー
クを介して相談したり、情報提供を受けたりすることが出来たり、タブレット端末で必要な配慮を提供可能な支
援ツールを利用できたり、専門性を向上させるための研修を受けたりすることが出来るようになった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 視覚障害児は、他の障害と比較すると発生率が低く、稀少障害に分類されているため、合理
的配慮事例の収集は容易ではないと考えられる。また、障害の程度や環境の整備状況によって
学んでいる場も多様で、通常の学級に在籍することが多い。さらに、適切な教科書や教材が用
意されているかどうか、指導者が点字・触図や拡大教材を用いた指導法を理解出来ているかど
うか、個別指導を行う人的体制が整備されているかどうか等の環境整備状況が学習に大きな影
響を及ぼす。加えて、盲児への点字の指導法、弱視児の視覚特性に配慮した指導法等を獲得す
るためには高い専門性が必要であるにもかかわらず、視覚障害教育の中で最も専門性が高い機
関である特別支援学校（視覚障害）（以下、視覚支援学校）においてさえ、人事異動等の問題で、
視覚障害領域免許状を有している教員の数は、知的・肢体・病弱領域の学校では当該免許保有
者が７割を超えているのに対し、視覚支援学校での当該免許保有者は 35％に留まっている（文
部科学省,2014）。なお、少ない人的・物理的リソースで合理的配慮を提供する際、ICT を活用
した支援は極めて重要だと考えられているが、視覚障害児への支援では、画面を見ないで操作
するとか、マウスを用いないで操作するといったように、視覚に頼らない方法を用いるため、
視覚障害児を担当する教員には、より専門性の高い ICT リテラシーが要求される。しかし、こ
れらの専門性を伝達するための体制は未確立である 
 
２．研究の目的 
 本研究の目標は、稀少障害であり、障害の程度が多様で、専門性の高い教員の確保が困難な
視覚障害児に対して、合理的配慮が適切に行われるような支援システムを構築することであっ
た。全国的に専門家が少ないという現状を鑑み、ICT を効果的に活用し、数少ない専門家や視
覚支援学校のセンター的機能を有機的に連携できるシステムの構築・評価と教員研修・養成カ
リキュラムの立案を目指す。そのために、1)相談支援ポータルサイトの構築と事例収集、2)教
育支援ツールの試作と評価、3)教員研修のための研修プログラムの試作と評価を行い、これら
の成果を総合し、ICT の活用による視覚障害児のインクルーシブ教育支援システムを構築した。 
 
３．研究の方法 
 ICT の活用による視覚障害児のインクルーシブ教育支援システムを構築するために、以下の
３つのサブテーマに分けて研究を実施した。 
（１）相談支援ポータルサイトの構築・評価：a)個別相談システム、b)意見・情報交換システ
ム、c)情報提供システムの３つの機能を有し、合意形成事例を蓄積するポータルサイトを構築
した。本ポータルサイトに寄せられた合理的配慮に関する個別相談事例への対応を通して、全
国に点在している視覚障害児の支援に必要な知識・技術を整理した。 
（２）教育支援ツールの試作・評価：a)知覚機能評価ツール、b)アクセシブル教材作成支援ツ
ール、c)テスト・アコモデーション・ツール、d)指導支援ビデオ・クリップを備えたタブレッ
ト端末用の教育支援ツールを作成し、その効果を評価した。 
（３）研修プログラムの開発・評価：視覚障害児の「確かな学力」、「生きる力」、「キー・コン
ピテンシー（主要能力）」を最大限に引き出すための「合理的配慮」を促進するために、相談支
援ポータルや教育支援ツールを有効活用できる教員研修プログラム（テキスト［教材］とカリ
キュラム）を開発するための基礎研究を実施した。 
 
４．研究成果 
（１）相談支援ポータルサイトの構築・評価：配慮に関する情報を蓄積し、意見交換や相談等
ができる「合理的配慮ポータルサイト」（http://psylab.hc.keio.ac.jp/kaken/RA/index.php）
を慶應義塾大学心理学教室のサーバー上に構築した。その結果、乳幼児から大学生まで様々な
発達段階の児童生徒から、学習から移動支援まで多様な相談が寄せられた。また、教員、保護
者、教員志望の大学生等に対してポータルサイトに関する調査を実施した。 
（２）教育支援ツールの公開・改良・評価：a)知覚機能評価ツールとして一対比較法による評
価が可能な「Paired Comp」（http://psylab.hc.keio.ac.jp/app/paired_comp/）を、b)アクセ
シブル教材作成支援ツールとして PDF 画像を表示している際の音声録音アプリ「Rec Voice」
（http://psylab.hc.keio.ac.jp/app/rec_voice/）を、c)テスト・アコモデーション・ツール
として教科書・教材閲覧アプリ「UD ブラウザ」に試験モード（http://web.econ.keio.ac. 
jp/staff/nakanoy/app/UDB/）を開発し、評価結果に基づいて改良した。また、d)ビデオ・クリ
ップの試作・評価研究では、74種類のビデオ・クリップ（http://psylab.hc.keio.ac.jp/kaken 
/RA/videos/index.php）を作成し、教員、保護者、教員志望の大学生等に対するヒアリング調
査を実施した。 
（３）研修プログラムの開発・評価：質の高い合理的配慮を提供可能にするための研修プログ
ラムを立案するために、視覚障害領域免許状を取得できる全国の教員養成系大学での授業や免
許状更新講習、メンバー全員が関わっている全国各地での認定講習等で、調査を実施した。 
（４）研究成果の普及・啓発：研究成果を公表するために、各種学会・研究会において発表（雑
誌論文 29件、学会発表 84件、図書 10件）すると同時に、日本特殊教育学会では自主シンポジ
ウム（「地域に点在して学ぶ視覚障害児・者への支援」）を３回、日本弱視教育研究会ではワー
クショップ（「デジタル教科書からはじめる e合理的配慮」）を３回実施した。また、研究成果



の普及・啓発のために、慶應義塾大学では公開シンポジウム（「拡大教科書の在り方に関する公
開シンポジウム」）を３回、広島大学では研修会（「視覚障害教育 ICT 活用研修会」）を１回実施
した。さらに、全国盲学校長会を介してパンフレットを全国の盲学校等に配布すると同時に、
全国の盲学校・弱視学級や視覚障害当事者団体（視覚障害乳幼児の親の会や患者会等）におい
て講演会や研修会等を実施した。 
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